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	　それではすみません。時間になりましたので、成東地区の会議を始めさせていただきたいと思います。

　本来であれば総務部長並びに企画政策課長のほうが同席させていただきながら会議を進めるところでございますが、本日、ご覧のとおり４地区合同でやっている関係上、私、田中が今回成東地区の担当をさせていただきまして、会議を進行させていただきたいと思っております。不慣れですが、どうかご了承願いまして、よろしくお願いしたいと思います。
　では、後半の地区別の会議の進行を務めさせていただきます。

　まず、会議に入る前にですが、初めてお顔を合わせる方もおられるかと思いますので、各委員の簡単な自己紹介をお願いしたいと思います。１人１分程度、時間がない中ですので、簡単にではありますが、ひとつよろしくお願いします。

　では、時計回りで進めさせていただきたいと思いますので、髙木委員さんのほうからよろしいですか。すみません、自己紹介という形でよろしくお願いします。

　髙木と申します。住まいは山武市の富口です。なかなか私も生まれがこっちじゃないんで、地元の人のお世話になりながら何とかやっています。審議会委員を前回から参加させていただいております。改めてまたどうかよろしくお願いします。

　ありがとうございます。

　続きまして、諏訪委員さん、お願いします。

　諏訪と申します。私は住まいが白幡なんです。地域審議委員のほうも私も自分でまさに勉強させていただきまして、3度目ということになります。

　私は千葉市から越してきまして18年になります。ちょうど千葉市が政令指定都市を迎えた年に成東のほうに越してきまして、子供も小さかったので、とても環境もいいですし、子育てするには本当に自然の環境の中で子供がすくすく　　　　　　と育っているということで。それから、少子高齢化ということで、現在４人に１人の割合で高齢化が始まっていてやはり自分たちが身近にできることは何だろうとか、お金をかけないで、今あるものの中からいろんな知恵を出し合っていけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　続きまして、長谷川美代子委員さん、お願いします。

　長谷川です。私は上横地、結構広くて、寺川地区というところに住んで60何年になりますけれども、実はこの地域審議会という会があるということは、私つい最近知りまして、ＪＡの組合長からこれに頼まれたから１人女性を出してもらいたいんだけれどもと言われて、行ってくれと言われて、初めて、ああそういう地方自治法に基づいてどうのこうのって、難しいことを言われても私はわかりませんけれども、私は市の男女共同参画協議会というのをやっておりまして、女性もこれからは一歩前に出て、男性と一緒に企画・参画してやらなくてはいけないという時代になっているんだということで、今それに少し力を入れておりますので、こういう会に出て、やはり何か参考になることがあるし、またいろんな意見が女性からも出ることがあるならば、ぜひやらせていただきたいということで参加することにいたしましたので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　では次、山本委員さん、お願いします。

　山本と申します。住まいは成東ではなくて旧山武町の木原になります。前回は山武の地域審議会のほうで２年間やらせていただきました。仕事が職場の成東の長崎屋の近くで、事務所を開いておりますが、その関係で今回成東のほうで地域審議会の委員ということでさせていただくことになりましたので、よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　続きまして、今関委員さん、よろしくお願いします。

　今関康弘です。とても厳しい現代、その中でもよくしていこうという委員にとてもすごく誇りに思いますし、それに携われることに感謝しております。まだ、この中では多分一番若輩者でありますし、あとちょっと病気療養中の身でもありますけれども、どうか皆様のご指導のほど、お力添えのほどよろしくお願いいたします。
　以上です。
　ありがとうございました。

　続きまして、安藤委員さん、お願いします。

　安藤と申します。実は十数年になりますが、東京は新宿から越してきまして、本須賀海岸でございます。畑をやったり、ゴルフをやったりして、余生を楽しんでいる者の一人でございます。恐らくこの中では１番か２番あたりの高齢者であると、こういうふうに思いますが、私は大変期待をしながらこの成東町に引っ越してまいりまして、過ごしてまいりましたが、ここ何年かこの流れを見てみますと、いろんな不安が差しかかっているといいますか、これは世の中が変わってきたという一面もあろうと思いますが、しかしこのままで成東が行ってはどうかというような、ちょっとした危機感を持つ一人でございます。

　そういう中で、今までいろいろな経験をしてまいりました。行政を担当した経験もございます。そんなことで、少しでも役に立つか、あるいは私自身の勉強になるか、そういったものを含めて皆さんの何と申しますか、荷物にならないように務めさせていただきます。よろしくお願いします。

　ありがとうございました。

　では、続きまして長谷川清和委員さん、お願いします。

　長谷川です。よろしくお願いいたします。

　自分の住んでいるまちが少しでもよくなればと、一般市民の目線で意見を述べさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　では、続きまして湖島委員さん、よろしくお願いします。

　湖島です。住まいは上横地です。さっき長谷川さんが寺川と言っていましたけれども、私はそのちょっと上になります原横地というところでございます。仕事は一応不動産のコンサルティング、登記、測量関係をやっております。何か悩んでいることがございましたら、相談してください。

　私も審議委員２期目になるんですけれども、再度やらせてもらうには理由がありまして、前期の２年間、多少不完全燃焼だったということがございまして、もう１期やらせていただくことになりました。

　こういうふうに審議委員で出ますと、日当っていうんですか、多少なりともお金が払い込まれるわけなんですけれども、私が仕事を始めたときに、仕事の師匠に、対価としてお金を受け取る場合はプロなんだからプロの仕事をしろと言われてまいりました。たとえ行政のこういった仕事でも、お金をもらっているんであればアマチュアではないんで、きちっと成果を出すのが当たり前だと、そう思っております。ぜひ今回皆さんと一緒にそういった意味できちっと答申できるようなものができればいいなと、そう思っております。ちなみに、趣味はロードの自転車と野球と競馬なんですけれども、野球賭博はやっておりません。

　以上です。

　ありがとうございました。

　続きまして、大類委員さん、お願いいたします。

　こんにちは。大類と申します。私は住まいはダイアパレスです。ご承知だと思いますが。ダイアパレスができてことしの７月末で丸16年になりますから、成東地区へ異動してきてから16年間住んでいるということです。

　ダイアパレスの管理組合法人をつくりまして、私は今現在理事長をしています。理事長が区長ということで、理事長のなり手がなかなかいなくて、９年間やっていますので、区長も９年間やっています。そして、成東の支部長を３期、３年目になります。３期支部長を務めています。現在、本年度は連合会の副会長のほうも務めております。それと、小中学校の評議員、それからある方から民生委員もやってくれと、それから審議委員もやってくれというふうに言われて、この間も田中君が今度は国勢調査もやれって言うから、いいかげんにしろと、そんなに何もかもできないよというようなことでもって、ちょっと苦言を呈したことがあるんですが、そんな形でもって区長会のほうから審議委員に参加させていただいています。どうぞよろしくお願いをいたします。

　それと、最後に趣味ですが、私は競走馬を持っている関係で馬が趣味です。ご一緒です。お願いします。

　いつもお世話になっております。ありがとうございました。

　続きまして、若林委員さん、お願いいたします。

　若林と申します。よろしくどうぞお願いします。

　私のほうはここにも書いてありますように、公共的団体に属するものの代表で、現在、民生児童委員、成東地域の会長を務めております。そういうところから、充て職でございまして、本年11月末、30日をもって民生委員の一斉改選がございます。４期、12年務めましたので、私もここで民生委員をおりる予定でございます。したがいまして、あと５カ月の命でございますので、５カ月間皆様と一緒にいろいろ勉強させていただければと思っております。

　それから、行政職のほうも38年やっていた関係で、行政経験の中から何かお役に立てるものがあればと思って参加しているんですが、私も体の不調を来したり何かしまして、いつどうなるかわからない状態なんですけれども、見た目元気ですから当分は大丈夫だと思いますけれども、そういう状況でございます。住まいは旧緑海松ヶ谷地区関之下という集落なんですが、そこに住んでおります。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

　続きまして、野口委員さん、お願いいたします。

　こんにちは、野口でございます。私は団体代表と言われても、どの団体かなというのも自分で考えつかないんですけれども、でももしかしたら私、ＮＰＯ関係のほうの代表になるのかなと思っております。ＮＰＯ野花の会の理事長をやっております。それは福祉の関係で、障害のある児童の学童保育のような、長期休みなどの遊び場、居所として、今、上横地です。南郷小学校の角の辺です。そうです。郵便局の前でやらせてもらっています。ちょうど丸３年になるところで、私、仕事をして退職して１年間ボランティアで、その後、保護者の方と一緒に活動して、今の児童デイサービスいちごというのをやらせてもらいました。やっていて、比較的皆さんの協力を得られて、この地区は捨てたもんじゃないなという思いが非常にしております。

　ですけれども、先ほど安藤さんや、ほかの皆さんがおっしゃるように、日本全体ですけれども、何かちょっと衰退しているような、危ないなという感じをしております。そこで、何かお役に立てたらいいな。山武市の活性化に何かつながるものを見つけたいと。ちょうど退職したときに、徳島の葉っぱビジネスの新聞を見て、ああ、すごいな、幾ら年とろうが何しようが、何かしら、つまらない木の葉っぱだってビジネスになると。じゃ、私もここの山武で何かしらの葉っぱを見つけよう、あるいはつくり出そうという思いが根本的に退職したときからあります。

　私の住まいは成東の真行寺というところです。今、児童デイサービスいちごというのは上横地でやらせてもらっています。真行寺の宣伝をすると、泥リンピックというのを、年に一度泥んこ遊び、ちょうど目の前の田んぼがあいていますので、田植え前に泥んこ遊びしようよという提案で、年々人数がふえてくれまして、最初40人だったのが今140人ぐらい集まって遊びに来てくれています。

　そういうところで、それは私の本当に遊び心です。遊び心が高じていて、今それともったいない気分がありまして、今建っているもの、もう住む人がいないよ、使わないよというところもったいない。そこを利用して何かできないかなというところで、今私がやっている児童デイサービスいちごは前の連絡所でした。連絡所を使わないで、放置されて、いつか予算をつけて取り壊そうといったところを、ちょうど市からお借りして、今やっているところで、非常に生き生きとしていいところだねとなっています。

　去年、蓮沼の給食センターが使われていない。使われていないところを何かいいぐあいにということで、山武市のお米を米粉にする仕事に野口ちょっとかかわらないかと言われて、ああ、これがもしかしたら葉っぱにつながるかなというかすかな思いで。とっても難しいです。生産は今できておりますが、販売がとても難しくて、いろんな方々、市民活動の皆さんや知っている方々、役場の皆さんもいろいろ協力してくださっています。先日、市長のほうもＪＲの千葉駅で地域の特産物としていろいろな産地の野菜を売りながら、山武の米粉も出してくれたということで、何とか山武の葉っぱを見つけたいなと思って、今、米粉も手を出していますので、皆さんよろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。いろいろと頑張っていらっしゃっていると思います。

　続きまして齋藤委員さん、お願いいたします。

　齋藤と申します。生まれも育ちもずっと緑海の小松岡というところに住んでおります。

　今や食の安全・安心というものが非常に危険な状態になっていることは皆さん御存じのことと思いますけれども、そういう中でアグリネット山武、生活改善の公共団体に属しておりまして、こちらのほうにまた委員として参加して２期目になります。少しでもそういう面でお役に立てればと思って頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございます。

　それでは最後になりますが、小山委員さん、お願いいたします。

　小山和典と申します。地域審議会、２期目になります。青少年育成市民会議の会長をさせていただいておる関係で、こちらにお邪魔することになりました。

　青少年関係も25年間やらさせていただいておりまして、新市になって４年、新市にも携わらせていただきました関係もありましてやはり新市ができるのは、未来をつくるのは青少年だと、ボランティアを通じてずっと感じております。青少年健全育成なくして新しい市は生まれてこないなという思いで、健全育成ばかりやっていて、おまえ仕事何やってるんだといつも言われるんですけれども、仕事は小山ファームというイチゴの観光農園をしております。女房からいつも怒られて、仕事をしないで外ばかり出ているとよく言われているんですが、仕事は、今日もちょっとおくれてすみませんでした。４時に間に合うように来ましたので、よろしくお願いしたいと思います。特に何人かの方はもう顔見知りなんで、これからもよろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　なお、あと本日欠席となられておりますが、２名の方、委員さんとしていらっしゃいます。まず、山武市商工会からは秋山盛三様のほうが選出されております。また、学識委員として田邉孝雄様のほうが委員さんとしてなられております。今回は出席されておりませんが、次回以降、改めましてごあいさついただきたいと思います。

　それでは、皆様方一通り自己紹介のほうが終わりましたので、会議次第に従いまして会議を進めさせていただきたいと思います。

　まずは、地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定によりまして、成東地区の会長の互選をしていただきたいと考えております。つきましては、その互選をするに当たりまして座長を選出していただきたいと存じますが、どなたか座長となっていただける方がいらっしゃいますか。

（発言する者なし）
　座長は会議進行なので、もしなければ、会長が決まるまで私のほうで進行をさせていただきますけれども。

　　　　（「事務局にお願いします」との声あり）
　わかりました。では、会長選出まで私のほうで座長は務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　それでは、会長の選出についてご審議をいただきたいと思います。先ほどの全体会議の中でご説明がありましたように、地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定の中で、会長は委員の互選により定めるとなっております。どなたか適任と思われる方がおられれば、お名前を挙げていただけないでしょうか。よろしくお願いいたします。

　なお、発言の際には、会議録を作成するに当たって会議内容を録音させていただいておりますので、必ず挙手の上、お名前を述べてご発言していただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

　髙木委員さん。

　私は２期目で、前回はやらせていただいたんで、もうそれで十分でしたので、さっき申し上げた諏訪さんがちょうど３期目なんですよね。ですから、ぜひ諏訪さんに会長職をお願いしたいなと思います。

　ただいま髙木委員さんのほうからは、諏訪委員さんがどうでしょうかというご意見がありましたが、ほかはいかがでございますか。

　諏訪委員さん、どうぞ。

　大変光栄で、ありがたいお話なんですけれども、ちょっと不勉強でございますので、すみません。辞退させてもらって。

　私、田邉さんが、欠席されているんですが、田邉さんにお願いするか髙木委員さんにそのまま続行していただきたいと思っているんですけれども。

　若林委員さん。

　若林ですけれども、この会長、副会長の役員選出の分野は決まっているんですか。ある程度団体の場合は充て職ですから、交代の可能性があるのでなかなか難しいとは思いますけれども、それ以外だったら学識経験、あるいは公募、どちらから選んでもいいんですか。その辺をちょっと説明いただければと思います。

　特段委員の選出区分については定めがございませんので、どの分野からでないといけませんということはありません。ただ、今、若林委員さんがおっしゃられましたように、地区の会長職につくということなので、やはり１期、２年間の任期を全うしていただける方がよろしいのかなとは私的には思います。

　ということだそうでございます。もし支障がなければどうですか。前回会長をお願いしていた髙木さん、なれたところで引き続いてもう２年頑張っていただければと思いますけれども、まさか田邉さん欠席して、欠席裁判じゃないけれども、会長職を欠席者に渡すわけにはいかないでしょう。

　（「賛成」の声あり）
　今、若林委員さんのほうから髙木委員さんという声が出ましたが、皆様どうでしょうか。高木さんという声が上がりましたが、皆さんどうでしょうか。（拍手）

　拍手が多いんで、高木さん、お願いしますよ。体調のほうも多少悪いという話は聞いているけれども、２年はもちますから大丈夫です。

　保証されちゃったな。

　大丈夫、大丈夫、頑張ってくださいよ。慣れたところでやっぱり、慣れた人が進行役をやってくれたほうがいいと思いますよ。お願いします。

　髙木委員さん、よろしいですか。

　皆さんがそうおっしゃるんでしたら。

　それでは、全会一致をいただきまして、髙木委員さんに成東地区の会長をお願いしたいと思います。皆さん、それでよろしいですか。（拍手）

　ありがとうございました。それでは、改めまして会長より就任のごあいさつと開会をお願いしたいと思います。

　では、まず会長席のほうがありますので、そちらのほうに移動していただきたいと思います。

　それでは、改めましてごあいさつさせていただきます。

　改めて会長職ということで仰せつかりました髙木でございます。よろしくお願いいたします。

　なかなか皆さん方のそれぞれのお話、短い間ですが聞かせていただきまして、それぞれの皆さん方が住んでよかったという山武市を目指しての中での思いが数々お話しされたかと、私も聞いていて非常にうれしいなと思いました。まして公募で出てこられた委員の皆さん方に対しては、ふるさとから離れて新しいふるさと山武市を考えて、今の状況がちょっと寂しいというような考えもありましたし、その中での積極的な委員としての参加には非常に感銘を受ける次第でございます。

　２年間という期間でございますけれども、皆さん方のご意見を取りまとめまして、成東地区というのは旧成東町なんですけれども、この地域が少しでもよくなるようにという思いでご意見を伺いまして、取りまとめていく役目を仰せつかったものですから、そのように諮りたいと思います。よろしく皆さんのご協力をお願いいたします。（拍手）

　ありがとうございました。

　なお、会長が決まりましたので、これをもちまして私の座長の職を解かせていただきたいと思います。ご協力ありがとうございました。

　なお、地域審議会協議に従いまして、今後は会長のほうで会議進行をお願いしたいと思います。

　それでは、名ばかり会長でございますので、スムーズにいくかどうかわかりませんが、皆様のご協力をお願いして会議を進めたいと思います。

　それでは、お手元にあります会議次第に従いまして、副会長の選出についてご審議いただくことになります。地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定によりまして、副会長についても委員の互選により定めることとなっております。どなたか適任と思われる方がいらっしゃれば、お名前を挙げていただけますでしょうか。
　小山委員さん。
　先ほど髙木会長がご指名をいたしました諏訪さんにぜひお願いをしたいと思います。（拍手）

　ただいま小山委員から諏訪委員に副会長をお願いしたいと、よろしいのではないかというご意見がありましたが、皆さん方、いかがでしょうか。

　齋藤委員。

　齋藤と申します。

　年功序列とか、いろいろのですが、前途有望で前回も経験のある小山さんにやっていただけたらと、そんな感じがいたしますが。

　２年で交代がありますから。

　それはその後のことで、２年だけは。今回ぜひお願いしたいと思います。若い人の意見も。

　小山委員というご意見もございます。
それから諏訪委員。

　私も２期で副会長をさせていただきまして、小山委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

　会長、私、初めて今日出て、自己紹介で一応お伺いしましたけれども、お二方のどちらが良いかということは私は判断できません、正直申し上げて。したがって、会長さんに一任いたします。

　そういう会長に一任というご意見もありましたが、いかがでしょうか。
（「はい」「お願いします」の声あり）

　それでは、会長意見としたいと思います。
　よろしいんでしたら、じゃ私のほうからご指名します。

　それでは、小山委員さんに副会長をお願いしたいと思います。（拍手）

　それでは、小山副会長さん。

　では、副会長さん、ご就任のあいさつよろしいですか。

　では、すみません、ご指名で副会長をやらせていただきます小山と申します。

　ご指名でありますので、何もわかりませんけれども、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。（拍手）

　それでは、早速会議に入りますが、私と小山さん、２人で審議会を進めさせていただきます。何しろ皆さん方のご協力がなければ進みませんので、活発なご意見を求めますのでお願いいたします。

　それでは、手元の議事次第に沿って進めさせていただきますが、まず議題に入る前に山武市成東地区地域審議会運営要綱第２条の規定に基づき、会議録署名委員２名を指名させていただきます。

　今回の署名は、齋藤芙美江委員と野口よし子委員、お二方に議事録署名委員にお願いしたいと思いますが、皆さん方、よろしいでしょうか。（拍手）

（「異議なし」の声あり）

　そういうことでよろしいですね。

（「はい」の声あり）

　お願いいたします。

　それでは、齋藤委員と野口委員に議事録署名人になっていただきます。後ほど会議録が作成されましたら、確認後、署名をお願いいたします。

　では、次に議事に入らせていただきます。

　次第に沿いまして、第２期地域審議会の今までの経過、今後のスケジュールについてですが、事務局より説明をお願いいたします。

　では、私のほうから説明をさせていただきます。

　地区別会議資料というのがございますので、そちらをご覧になっていただきたいと思います。

　１枚めくっていただきまして、２ページから８ページまでになりますが、一通り説明させていただきます。

　まず、第２期地域審議会までの今までの経緯ということで、第１期、第２期という形で、18、19年度を第１期として行っておりまして、また20年度、21年度を第２期として行っております。今回、皆様方は22年度、23年度という形の中で第３期、成東地区地域審議会委員さんになるわけでございますが、第１期、第２期の今までの会議の経過について、簡単ではございますが、説明させていただきます。

　まず、第１期の18年、19年度についてですが、こちらは２ページに記載してあるとおりでございます。成東地区については、最終的には地域審議会委員さんは14名で構成されておりまして、地域審議会を平成18年７月21日を第１回として、平成20年１月24日までの都合６回開催をしておりました。

　その中でその他勉強会、説明会等、合わせて３回開催しております。第１期については山武市の総合計画の策定に寄与する成東地区からまちづくりに当たっての意見書等、そういったものが提出されておりました。
　その意見書等の内容については、ちょっとページをめくっていただきまして、４から６ページになるのですが、平成19年６月に成東駅の北側の整備についてとか、郷土資産を利用した観光振興及び、地域住民の健康増進とか、また成東海岸の駐車場整備、また成東地域の医療体制、こういったような項目についてのまちづくりに当たっての意見が出されております。なお、この意見については山武市総合計画の中で、それぞれの施策の中で生かされながら現在事業を進めておるところでございます。

　次に、また戻りますが、３ページをごらんになってください。こちらは第２期、20年度、21年度におかれまして、前回の地域審議委員会になるんですが、行われた経緯を載せております。平成20年５月に第１回を行いまして、平成22年度３月に５回目、平成21年度では２回となるのですが、都合審議会は５回開催しております。この間に説明会、勉強会を３回行っております。

　第２期の委員さんについては、地域振興基金の活用について検討していただいておりまして、平成20年度、21年度にかけまして、最終的には地域振興基金の活用の仕方という形の中で取りまとめをさせていただいております。その地域振興基金の取り扱いについて意見提案が出されたところですが、その内容については７ページをごらんになっていただきたいのですが、４地区一応こちらには記載はしておりますが、成東地区においては平成20年度の第２回、第３回において審議をした結果、成東地区は地域振興基金の運用益の活用に対し、慎重な検討が必要との意見でありました。その内容については、運用益の活用は無駄なものとならぬよう慎重に行うべきであり、現時点で活用をすることが不相応ではないかと。時機を見計らいながら、必要とされる事業に活用すべきことが必要であろうという意見でありました。

　なお、各委員さんからいろいろと提案事業については出されておりましたので、事業実施の時機を見計らいながら、引き続き検討精査をすることとして、また必要な時期、しかるべき時期になり次第、事業提案をまた改めてしていきたいというような意見の取りまとめでございます。

　一応これが第１期、第２期までの経緯となっております。簡単ですが、このような形で説明をさせていただきました。

　なお、最後の８ページになりますが、22年度、今年度ですが、今後の地域審議会のスケジュールの案を提示させていただいております。

　まず、平成22年７月６日、本日ですが、各地区地域審議会合同会議、皆さんの委嘱及び各地区に分かれまして、会長、副会長の選出が議題となっております。予定ですが、来月、会長・副会長会議を一度させていただきまして、９月ごろ、地域審議会において地域振興基金の運用益の対象事業の運用計画について審議をしていただくと。また、新市建設計画と書いてありますが、山武市総合計画の執行状況について審議をしていただくということになっております。

　地域審議会で審議される事項については、合同会議の中で最後にご説明をさせていただいておりますが、建設計画の変更や執行状況、あとは地域振興のための基金の活用、また基本構想の作成・変更等、そういったようなものが審議される事項とされております。この中で、新市建設計画については山武市総合計画に引き継いでおりますので、総合計画の執行状況という部分で皆様方に審議していただきたいと考えております。

　また、前期から、第２期から引き続いております地域振興基金の運用益を活用する事業について、今後運用計画という形で皆様方に提示をさせていただくこととしておりますので、その内容、またその事業の進捗状況、またその評価等についてご意見をいただくことになりますので、その点はよろしくお願いしたいと考えております。

　簡単ではございましたが、以上となります。

　説明ありがとうございました。

　ただいま事務局より説明していただきましたけれども、何かご質疑がありましたらお願いいたします。大変恐縮ですが、発言する際は挙手の上、お名前を述べてからお願いしたいと思います。何かわからないことがありましたらどうぞ。

　安藤委員。
　安藤といいます。

　前回の審議会の経緯を見ますと、説明会や勉強会と、こういうようなものが逐次入っているようでございまして、恐らく大きな問題についてこの審議会で即議題になるというようなことでは、当日伺っただけではなかなか勉強できないといいますか、発言ができないということが、しかも年に３回か４回程度の会合でございますから、そういう意味ではこういった説明会とか勉強会というものが、こういったものがこれからも十分考えていただきたいという要望も含めて、事務局の見解をちょっとあらかじめお伺いしたいということと。

　あれですか、開催が何かの話ではたしか１カ月くらい前に通知が行くであろうと。こういうようなお話でございましたが、そういった余裕も持ってあるというふうに考えてよろしいでしょうか。その辺初めてなものですから、これからの運営のあり方の一つとして、ちょっと教えていただければと思います。よろしくお願いいたします。
　それでは、１番目の勉強会についてなんですが、私のほうで回答させていただきます。

　勉強会については、前期の委員であった方が今回多くいらっしゃるんですが、テーマが非常に大きくて、なかなか会議というのはそう何度も何度もあるわけではございませんので、自主的に成東地区の皆さん方に諮りまして、もうちょっと勉強して知ろうよというようなことから、何回か勉強会をテーマに沿ってやった経過があります。ですから、やることに関しては私は大丈夫だと。ただ、先ほど湖島委員さんがおっしゃいましたように、これは市から委嘱された委員ですので、委員手当が出されております。ただし、テーマに沿った勉強会については全く個人で参加していただくということをあらかじめ皆さんに承知していただいて、勉強会を開催しますからこれからもそういう機会をどんどんふやしていきたいなとは思いますけれども、皆さんのご意見によって進めさせていただきたいと思います。

　それから、案内通知について事務局でどうですか。案内通知、会議の。余裕があるかどうか。１カ月前くらいから出されるかどうか。

　はい、どうぞ。
　会議の資料でございますけれども、やはり今、委員さんのおっしゃったとおり、内容がかなり難しいものもございます。そういうものでは資料もあらかじめ今は送付をさせていただくということで、基本的には３週間から１カ月前には委員さんの手元に届くような形でお願いをしているということでございます。

　よろしいでしょうか。

　わかりました。そういうことで説明会とか勉強会というんですか、開いていただければありがたいなと。これは会長さんの意見も十分入るんだろうと思いますので、その辺よろしくお願いしたいと思います。
　わかりました。ほかに何か。初めての委員さんは、ご意見遠慮なく発言していただいて結構です。

　結局、資料についても前の委員さんでしたらご承知のことですけども、新たな委員さんについては、初めてのことですので知っていただかないとと思いますので、そのような気持ちで運営していきたいと思います。

　湖島委員さん。
　湖島です。

　今回の議事の中にも継続して運用益のことを取り上げるということになっているんですけれども、漠然と皆さんの意見を吸い上げて、一からまた始めるのか、それとも今まで出してきたことに関してもう一回もみ直すのだろうか。そういう諮問はわかるんですけれども、先ほど委員さんからも話がありましたけれども、せっかく年に何回もない会議なんで、ある程度絞り込んだところを提案してもらわないと、集まってもほぼまとまらない状態になると思うんですけれども、それは一番怖い状態だと思うのですよ。そこら辺を会長さん、副会長さんの会議で話し合っていただければいいかなと思うのですけれども。
　それは２期、前回も私もやっていて、何か不完全燃焼というような状況が感じられました。それで今、湖島委員さんがおっしゃったように、今までの既に数多く提案されている事項というのはいっぱいあるのですよ。そのことをどのようにきちっと進めるかというのはまだ結論は出さないで、今回の中では成東地区については運用益は慎重に使うということで先送りして、事業についてはその時期が来たら提案しましょうという話になっています。そういうことからすれば、今までのことも当然入ると思っています。

　ただ、今回の先ほどの説明会の中にありました、また新たに求めるのですよね。そうするとまた入ってくるのですね。これがまた新たに皆さん方から事業計画についての意見提案書というのが出てくるのですけれども、これによっても考えがまた違ってくると思うのですけれども。
　結局その。

　プラス、プラスになってきちゃう。
　何人かは重なって出てきているんですけれども、また提案するとどんなものかなと思うのですけれども。

　それをまとめてやっていくとなると。
　若林です。

　先ほどの全体会議の中で、運用益の活用、23年から実施したいということで事務局のほうのお話がありましたよね。したがって、成東地区のほうでは慎重に一時留保ということで、そのときが来たらまた考えましょうという結論になっていますけれども、事務局、行政のサイドとすれば23年度から使っていってもらいたい。そのためにどういうものに使っていくかというのは、ある程度下準備ができているのではないですか。それを提案してくるんじゃないかなという気が私はしているのですよ。ですから、それを提案されたものが成東地区の場合は一時留保にしてありますけれども、果たしてそれに出していいのかどうか。この辺の審議が出てくるのかなという感じがしていたのですけれども。どう、事務局のほうは。
　事務局どうぞ。
　今、実際の状況でございますけれども、現在の答申の中身を私ども市のいろんな部署にこれを全部投げています。実際に23年度の予算化をするときに、この答申に沿ったような各事業を実際に計画ができるのかどうか。また、ある事業の中でもこの運用益を活用して、例えば地域振興、これは特にイベント関係だと思うんですけれども、そういったものが従来の形じゃなくて、もっと発展的なものにならないかとか、そういった視点から現在内容を詰めていただいているわけです。ですので、実際に出てくるかどうかはまだ私どもも全然結果が上がってきておりません。ですので、上がってきた段階で、先ほどのフロー図でいきますと、そのものを実際には地域審議会の中で答申に合っているの、これでいいのみたいなものを審議をしていただくというのが今の流れです。ですので、具体的には上がっていません。

　そういう中で、今、湖島委員さんの中からもご意見が出ましたが、成東地区の答申ということはかなり慎重な形でありますので、これを再度見直すというようなことであれば、それはそれで地域審議会の中で新たに、もうちょっと色をつけてもいいんだろうということであれば、それはそれでいいんだと思います。それは今年度にはちょっと間に合わないかもしれないんですけれども、例えば24年度の予算化をするときに反映されるとか、そういう形にはなってくると思いますので。

　あともう一点は市民提案型まちづくりということで、これについても、これから選任をしていただきますけれども、審査員の方を２名、やはりこれも地域審議会の委員としての視点で、これは本当に地域振興基金を使った市民提案型まちづくりの案なのかどうかという、そういったものも検討していただくというのが、実際にそれは22年度にございます。
　市のほうは今そんな状況でおります。
　今の説明はわかりましたけれども、前に、去年でしたっけ、公共交通の件のことでもって議論したでしょう。あれがそのまましり切れトンボになっちゃって、その後どうなったか私もさっぱりわからないんですけれども、そういうふうな形になっちゃうのではないかということを恐らく湖島さんなんかも心配していらっしゃると思うのですよ。

　そういうことです。
　公共交通の話し合いを前にやりましたよね、審議会で。その議論したその後の結果が全然わかっていないんですよ、私たちは。しり切れトンボみたいになっちゃって、その後２回目のそういう会議があったかというと、ないわけですよ。それと同じような状態になっちゃうのではないかという心配を。だから結果として公共交通がこうなりましたというのがわかれば。
　今の公共交通の件でございますけれども、これについては３月９日に内容をご説明させていただいております。ですので、今現在は市は基幹バスと、成東地域はデマンド、乗り合いタクシーということで、これは10月に実証実験をするということで、もうその方向で今進めて、協議会のほうでは認めていただきまして、これは去る６月25日の協議会でご承認をいただきまして、そういうことで関東運輸局のほうに申請をしている段階でございます。
　ちょっといいですか。それはわかるんですけれども、では審議って何だったんだと、何を審議したんだと。協議会でもって許可を得ちゃったという話になるではないですか。その以前に私たちは話し合いをしているわけではないですか。その結論が出る前に、もう市のほうでもって審議会へ答申して許可が出たから乗り合いタクシーみたいな形でやりますよというんだったら、私たちがその前にやった話し合いは何だったんだということを。

　決して地域審議会のご意見を軽んじているというわけではありません。私ども、地域審議会で出た内容については協議会に報告をさせていただいています。それはやはり地域公共交通というのは法定協議会がつくられていまして、基本的には権限はそこにすべてゆだねられていると。私どもはそこでも事務局でございます。ですので、私どもが協議会の中に伝えるのは、各地域審議会で協議をされた内容はこういうことですということをご報告させていただいた中で、協議会で方向性を出していただくということでございますので、絡んでその結果についてはその都度ご報告をさせていただいていると私どもは考えております。

　ただ、審議会の時にその結論が出ないままに、では公共交通をこういうふうにしましょうという結論が出たのなら、それでもってそちらで構わないんですけれども、全然でない中途半端なままでもってそういう結果になっているのではということを私は言っているわけですよ。審議会は審議会でこういう結論が出ましたよと。それで、その結論もそちらへ持っていっていただいて、結論が出たのならいいんですけれども、審議会自体が中途半端な状態で終わってしまっているということを言っているわけで。
　大類さん、公共交通につきましては、説明というふうに私は受けて、事務局から説明をこういうふうにしたいんですよというふうに説明があって、それを我々は聞いたというふうに私は理解しているんですが、それについて結論づけとか意見というのは決して。

　いや、結論と言ったら語弊がありますけれども、審議会としてこういうふうにしましょうというような意見の統一があって、それが上へ上がっていったならいいんですよ。

　それはないんですよね。

　その辺はどうなんだということ、中途半端ではないのかということ。
　諮問は受けていないから、説明だけだということで、私が代表で成東地区として協議会の委員として出ており、その中では聞いております。こういう過程というのも知っていますけれども、仮にその過程を、では今度私が委員の皆さん方にお知らせするかというと、できないですよね。

　そうですね。だから結果的に僕らは……

　そこらへんは了解していただきたい。
　だから中途半端みたいな形で終わっているような印象を受けるんです。その後の結果がわからないから。

　審議会としては別に何も結論づけはしていないということになると思いますね。

　そうです。

　それは説明を受けて、そのようになりますよという意見だと思っております。
　ただ、今、湖島さんからお話ありましたように、前回で出された意見があるんですよね。それについてはそのまま残っているということですね。それから今度、後ほど説明があると思いますけれども、もう一度新たに委員の皆さんから意見を募るというふうになっています。それを提案書を受けるということになっていますので、その辺を踏まえて一緒になってまた審議していくということになると思いますね。その中で基金にうまくマッチするのがあれば、成東地区として提言するという形ではないかなと、私は思います。
　会長、すみません。新しく委員さんに加わった方は新しい案を出してきてくれると思うのですけれども。予定でいくと、22年９月にその辺についてまた審議を開始しますよということになっているのですけれども。私としてみれば、事務局のほうから新しい、これについてみんなで、この分野について、こういう提案について話し合ってもらえますかという話が来るのか、それとも全く新しくそこですべてまたそれをやるのか。そこを明確にしておかないと、またやるのだなと。おれ、もっといい案が思い浮かんだのだけれども、それを出してもいいのというふうになると、もっと膨らむと思うのですけれども。それをはっきり指示しておかないと、せっかく集まってもただ漠然と話しをしているだけで、もっといいのがあるよと。では、それについてまたこうだ、ああだというふうな形をとるんであれば、年に三、四回の会議で結論なんか出るわけがないよと。だから大類さんが言ったとおりで、余り審議する意味がないのではないかなと。
　それは若林さんが言った意見も含まれるね。

　そうですよね。

　それはすみません、事務局のほうでは別に提案、これでやっていただきますかとかという、そういう提案は。
　９月の時点でそれが出るのか、出ないのか。ないのであれば、みんな新しい案を考えてくると思うんですけれども。

　新しい、プラスがね。

　そうですね。

　幾つか分けて考えたいと思うんですけれども、今実際に動いているものとしましては、きょうご説明をしました市のほうでは、現在の答申に対して市として事業化できるものがあるのかどうかということで、これはまだ私も見えていませんけれども、それは今、市の部局のほうで23年度予算に向けて検討しているところですので、その中身ははっきり言って出る出ないというのは私ども今ではわからない、もうちょっと先に行かないとわからないということです。

　もう一回やり直すかどうかというのは、これは事務局としてはやり直してくれとも、それはなかなか難しい問題だというのは、現在答申として出ているわけですので、引き続きこれは協議事項になっているわけですので、例えば成東地区ですと必要に応じてというようなことがありますので、それは成東地区の地域審議会の中で、この答申はもうちょっと発展的に言いかえることができるんだというようなことがあれば、成東地区の地域審議会としては、これに固執する必要はないのだと思いますが。

　それは当然、正副会長会議の中でもそういうものというのは再度確認をしていくことだと思いますけれども。ただ、市のほうからこれがだめだということでは決してございませんので、答申は答申として私どもはこれは受けて、市でもそれなりに対応を今している段階ということでございます。

　はい、どうぞ。
　諏訪です。

　今、新しく審議委員さんになられた方には、どういうことが提案事項になっているかという具体的なものが何も見えていないと思うんですね。ですので、提案した事業が細かく書かれていますよね。１、２、３、４までですよね。それをまず確認してもらったほうが良いと思います。

　１つ提案があるのだけれども、いろいろ意見交換とかそういうので今活発に動き始めているのだけれども、会議室、時間制限ないの、このまま何時までやっていてもいいというなら話は別だけれども。だからその辺も踏まえてもらって、このあと審査会も２名選出しなきゃいけないんでしょう。だからそれを先にやって、その後の意見交換で多少時間がとれるのなら、それはやったほうがいいと思うけれども。
　今中断すると中途半端になってしまいかねない。これがきちんとしないと次へ進めない。というのは、会議はもうこれで、７月で。先ほどのスケジュールだと８月が正副会長会議。

　今度我々がやるのが９月。
　９月っていうと、それこそ忘れてしまうのではないかと。

　はい、どうぞ。

　すみません。２時からの会議に出てなかったのでわからないのですけれども、今日の次第の中の23ページの運用益の活用方法については、２時からの会議で全部説明されたんですか。

　概要的な部分で説明はいたしました。

　
運用益についてはこのとおりだということですか。

　そうです。現在の状況です。

　引き続きということですよね。
　野口ですけれども、すみません。

　今の小山さんの話にちょっとつけ加えてお尋ねしたいんですけれども、23ページにあるのでは、１、２、３というところでは蓮沼や松尾、旧山武での懸案事項はそのまま運用するということできていますよね。成東地区で出した分が必要と認められるものにやるから、22年度は３地区から出された問題、特に地区審議委員会の終わりのほうにつけ加えてある、このイベント推進事業はやるということで進むんですよね。ごめんなさい。市民提案型交流のまちづくり推進事業というのはやるということでスタートしているわけですよね。

　それは地域審議会の中でもご説明をさせていただいたと思います。地域審議会の中でご承認を得て今やっている事業ということで。

　22年度はそれを実際にやりますよということで、それに成東地区からも２名出しましょうということですよね。まるっきり別のこと。

　そうです。
　すみません。私が間違えました。何だかそのように私は自分で受け取っていたんですけれども。

　そうです。そのとおりです。
　会長さん、議事進行も兼ねて申し上げるんですが、先ほど若林委員さんもおっしゃいましたけれども、何か新しいものがきて、いろいろ経過を聞いていると、それだけに理解ができるんですよ。ただ、審議会のあり方というのはやはり任期制だと思うんですよ。任期が２年って決まっているでしょう。それが引き続いて前からやっているからこうだと言って、俗な言葉で言えばそういうことなんでしょうけれども、建前上もひとつあるわけですから、諮問される事項というのは新しい委員さんに諮問されるわけでしょう。そういう場合、提案の仕方の問題ですよね。経過があって、こういうことに絞って出したとか、そういうことであれば私ども新しい委員が入ってきても理解できるんですよ。ただ長い、前からやっているからどうだというふうな話でまとめられちゃうんでは、ちょっとどうかなというふうに。

　要するに審議会委員のあり方、任期のあり方、そういった会の進め方、そういったものがあるわけですから、長くやっている方はそれなりの事情、私も十分わかります。だけど建前は一つあるんですから、そこで割り切って、出し方の問題として、これは会長さん、もうベテランであるんでしょうから、もし今、湖島さんのおっしゃるような意見が大多数であるならば、そういう提案の仕方というのはあるだろうと思うんですよ。絞った提案というか、経過も含めてですよ。そういうことで、私の言っているのがいいかどうか、一つの意見として申し上げているんで。

　何か、この問題が今だらだら、だらだらと言っては少し失礼かもしれませんけれども、この暑い中でご審議、何か進まないなと、こう申し上げているんで、その辺の切り口を一つやっていただいて、前に進めてもらいたいんですよ。

　難しいです。皆さんがそれぞれ言われて、これで打ち切りでよろしければ。
　よろしいですか。これは２年、いろいろ運用益も皆さん協議されてきまして、ここで簡単に多分中身を理解していただくといってもなかなか難しいんだろうと思います。もし勉強会という形で開いていただけるのであれば、私ども今までの経緯も含めまして説明させていただく機会もあるのかなと。

　例えば、今日若林委員さんからもご意見もございましたように、時間もございますので、多分このままやっても相当時間がたってしまいますので……

　その辺をご検討いただければありがたいかと思いますので、よろしくお願いいたします。
　今言った、市のほうで勉強会をやってくれるというなら、それはそれでやってもらって、今日は今日でこの議題について結論を出したらいかがでしょうか。そうでないと時間ばかり本当に食っちゃいますので。勉強会は別にやるということでもって、今までの経緯も含めて。

　大変意見をいっぱい出されて、結論出せないんですよ、申しわけないんですけれども。では、これはもう一度改めまして、勉強会ということをしたいと思います。皆さん、よろしいでしょうか。

（「結構です」の声あり）

　あと、日程等なんかにつきましては、私のほうと副会長で相談して、事務局とで決めまして、ご案内申し上げますので、そのときはぜひご出席願います。

　それで、その前にきょうお手元に配付されました資料等については目を通していただければと思います。大変申しわけございません。進行の不手際でございます。

　それじゃ、最後になります。市民提案型まちづくり推進事業審査会委員の選出について、事務局にご説明を願います。

　それでは、説明をさせていただきます。

　地区別の資料の９ページをご覧になっていただきたいと思います。

　こちらは市民提案型交流のまちづくり推進事業という形で、こちらは今年度、総務部市民自治支援課のほうで各種ＮＰＯやボランティア、自治会などの市民団体が自主的・主体的に企画し、ほかの団体との連携を保ちながら実施する事業に対する助成をしていくというものでございます。この助成をする事業、団体、そういったものについては各種団体からの企画提案を審査をしていって、必要であろう、効果があるだろう、そういったような内容の事業について助成をしていくというものでございます。

　なお、この助成をしていく事業の財源として、地域振興基金の運用益が活用されていることから、各地区の地域審議会から各地区２名ずつ審査委員さんを出していただくというふうな形になっております。その内容が11ページになるのですが、こちらに審査会の設置要綱というものがございまして、その第３条の組織を見ていただくとわかるのですが、山武市地域審議会委員、学識経験がある者、総務部企画政策課長、総務部市民自治支援課長から12人以内で組織すると。地域審議会委員さんについては４地区ありまして、各地区２名ずつなので８名と。学識経験がある者1名、企画政策課長、市民自治支援課長の現在11人で構成をするという予定でいます。

　委員さんの任期は２年となっておりまして、今年と来年となります。今現在の第３期の委員さんと同じ期間での任期となります。会議のほうは年間２回から３回程度。各事業の審査とその事業の評価をしていくというふうな形になっておりますので、各地区で２名選出をしていただきたいと考えております。

　簡単ではございますが、時間の関係上、このような内容で申しわけないですが、説明とさせていただきます。
　説明は終わりですか。

　はい。わからない点があればご説明しますが、一応各地区から２名ずつ選出をしていただいて、対象となる事業かどうかというのを、地域振興基金を使った中の事業であるかどうかがふさわしいかというようなことを審査していただくということになります。各地区２名ずつ選出していただきたいというふうになっておりますので、よろしくお願いします。
　ただいま事務局から説明がありましたように、市民提案型交流のまちづくり推進事業審査会委員２名選出ということでございますが、どなたかやってみたいという積極的な、いらっしゃいますでしょうか。

　ちょっと質問。この審査委員２名は会長・副会長兼務ということもあり得るの、別に考えているの、どっちですか。
　兼務でも構わないです。

　構わない。なるほど。それを聞いておけば。あと希望者がいれば希望としてね。
　まちづくり提案型だから。手を挙げないですか。

　提案型どうですか。

　うん。どうですか。

　まあ区長会としての代表としてなら、まあ別に。まあ町のあれですから。
　では、会長・副会長とは別に成東地域から出してもいいならば、そういう形で。

　皆さん方はどう。
　湖島さん、どうですか。いいアイデア、若い世代でいろいろ持っているので、その審査委員になるのも一つの手ではないですか。
　１回これ提案したことがあるんですよ、実は。
　自分が提案したときは自分は審議に加わらなければいいんだから。

　いや、そのときに事務局と意見が合わなくて、お金がちょっと少な過ぎて、これじゃ何もできないってやりとりしたのでちょっと。

　そうかそうか。ああ、そういう経緯もあるんだな。

　まあそんなところで。では、あと会長・副会長さんのほうから１名出てという、２名選んでもらって、あとは先ほど話が出たように、勉強会を早急に近々やってもらうような形をとって、それで打ち切らないと。やっぱり会議は時間もあるから、そういった中できちんとやらないと。
　野口さん、手を挙げませんか。

　ちょっと申しわけありません。

　下げる。

　内容として、私何かこの期間がこの地区で、まちづくりということで全部でやろうとしたら、事業の開始期間が９月からで、完了が２月で終わっちゃう。たった４カ月で終わる事業なんですよね。そうすると、まち全体が動くとしたら１年間を見ての中の活動として見られるなら私も賛成して、どなたが、どの事業がいいな、悪いなとかっていろいろ考える思いがあるんですけれども、たった４カ月のところで私ちょっとかかわりたくないなと思っています。ごめんなさい。
　それでは、安藤さん、いかがですか。

　いや、私はどういう内容か存じません。

　ええ、わからなくても大丈夫だと思います。

　知らないほうがいいんですか、余り。

　ええ。大丈夫だと思います。

　では、もしよろしければ。

　では、安藤貞男さんと大類さん、お二方に市民提案型交流のまちづくり推進事業審査会委員として活躍していただくことをお願いして結果を待ちたいと思います。

　では、お二方、よろしくお願いいたします。
　それから、意見交換でありますけれども、時間もありませんので、ここら辺でよろしいでしょうか。閉めさせていただきたいと思います。

　何か事務局ありますか。
　ありません。

　それでは、大変午後２時からの会議に引き続きまして、成東地区地域審議会ということで、大変暑い中お疲れさまでございました。ただいまをもちまして平成22年度第１回成東地区地域審議会を閉会いたします。長時間にわたりましてご審議いただきありがとうございました。（拍手）

　次回勉強会、ご案内が行くと思いますけれども、よろしくお願いいたします。


